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「
第
２
次
田
村
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定

男
女
が
共
に
活
躍
で
き
る

社
会
を
目
指
し
て

田
村
市
男
女
共
同
参
画
計

画
の
基
本
理
念

◎
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

『
み
ん
な
が
自
分
ら
し
く

　
互
い
に
支
え
あ
い

　
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
』

を
目
指
す
べ
き
姿
と
し
ま
す
。

【
基
本
目
標
と
基
本
施
策
】

●
今
日
的
な
課
題
に
対
応
で
き

る
よ
う
以
下
の
４
つ
の
基
本
目

標
（
１
～
４
ま
で
太
字
で
表

記
）、
15
の
基
本
施
策
（
①
～

⑮
と
表
記
）
と
し
て
改
編
し
、

ま
た
、
国
の
「
女
性
の
力
は
我

が
国
最
大
の
潜
在
力
で
あ
る
」

と
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、「
女

性
の
活
躍
」
を
明
確
に
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

１　
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る
意
識
づ
く
り

①
人
権
尊
重
と
男
女
平
等
の
推

進
②
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康

に
関
す
る
情
報
提
供
及
び
教

育
・
学
習
機
会
の
充
実

③
職
業
意
識
・
能
力
向
上
の
た

め
の
支
援

④
国
際
的
理
解
と
協
力
の
推
進

⑤
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す

る
体
制
の
評
価
と
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク

２　
仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）
の
推
進

⑥
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
実
現
に
向
け
た
情
報
提

供
・
普
及
啓
発

⑦
多
様
な
働
き
方
を
支
援
す
る

制
度
等
の
普
及
啓
発

⑧
男
性
の
家
事
・
子
育
て
へ
の

参
画
促
進
、
参
画
支
援

３　

男
女
が
と
も
に
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
活
躍
で
き
る
地
域

社
会
づ
く
り
（
女
性
活
躍
推

進
）	

⑨
女
性
の
人
材
育
成
、
人
材
活

用
、
就
労
支
援
の
充
実

⑩
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の

積
極
的
な
女
性
の
登
用
推
進

４　
健
康
で
、
安
全
・
安
心
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

⑪
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
防
止

及
び
被
害
者
支
援

⑫
妊
娠
・
出
産
等
に
関
す
る
相

談
体
制
の
充
実

⑬
子
育
て
、
介
護
に
係
る
社
会

的
支
援
の
充
実

⑭
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
の
整
備

⑮
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
取

り
入
れ
た
地
域
の
復
興
・
防

災
体
制
の
確
立

【
計
画
推
進
に
向
け
て
の
主
な

指
標
】

１　
上
に
示
し
た
、
市
民
意
識

調
査
の
結
果
か
ら
見
え
る
、

意
識
の
改
革
を
目
指
し
ま

す
！

２　
福
島
県
次
世
代
育
成
支
援

企
業
認
証
数
の
増
加
を
目
指

し
ま
す
！

　
（
現
状
値
）
3
事
業
所

　
　
　
　
　

⇒

　
（
目
標
値
）
10
事
業
所

３　
市
の
審
議
会
等
に
お
け
る

女
性
委
員
の
割
合
が
高
ま
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
！

　
（
現
状
値
）
15
・
0
％

　
　
　
　
　

⇒

　
（
目
標
値
）
30
％

４　
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
の
検

診
受
診
率
が
高
ま
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
！

乳
が
ん

　
（
現
状
値
）
31
・
0
％

　
　
　
　
　

⇒

　
（
目
標
値
）
50
％

子
宮
が
ん

　
（
現
状
値
）
29
・
4
％

　
　
　
　
　

⇒

　
（
目
標
値
）
50
％

※
現
状
値
は
２
０
１
８
年
時
、
目

標
値
は
２
０
２
３
年
時
を
想
定

し
て
い
ま
す

　
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
は
時
代
と
共
に
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
私
た
ち
の
意
識
や
社
会
風
土
に
根
強

く
残
っ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
男
女
が
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
そ
の
個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
市
は
「
第
２
次
田
村
市
男

女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

【
推
進
体
制
】

１　
男
女
共
同
推
進
本
部
を
組

織
し
、
重
層
的
な
協
働
体
制

の
構
築
を
図
り
、
全
庁
的
な

取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

２　
国
や
県
と
の
連
携
を
強
化

し
、
広
域
的
な
視
点
に
立
っ

た
計
画
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

３　
社
会
の
構
成
員
そ
れ
ぞ
れ

が
、
相
互
に
連
携
し
な
が
ら

男
女
共
同
参
画
に
主
体
的
に

取
組
み
、
実
践
の
拡
大
を
促

進
し
ま
す
。

【
指
標
を
上
げ
る
た
め
の
今
年

度
の
市
の
取
組
み
】

１　
条
例
の
制
定

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関

し
基
本
理
念
を
定
め
、
市
、
市

民
及
び
事
業
者
の
責
務
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
寄
与
す
る
た
め
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
を
制
定
し
ま

す
。

２　
審
議
会
の
設
置

　
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
こ
と
に
必
要
な
事

項
を
審
議
す
る
た
め
田
村
市
男

女
共
同
参
画
推
進
審
議
会
を
設

置
し
ま
す
。

３　
講
演
会
の
開
催

　
見
識
者
に
よ
る
講
演
会
を
開

催
し
、
男
女
共
同
参
画
意
識
の

普
及
と
啓
発
を
行
い
ま
す
。

４　
市
内
企
業
等
と
の
意
見
交

換
会
の
開
催

　
企
業
に
お
け
る
女
性
の
活
躍

推
進
や
男
性
の
働
き
方
の
見
直

し
な
ど
で
必
要
な
こ
と
に
つ
い

て
意
見
交
換
や
討
論
を
行
い
、

地
域
特
有
の
課
題
等
の
解
決
を

図
り
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
か
ら
２
０
２
３

年
の
５
年
間
、
こ
の
計
画
に

沿
っ
て
、
本
市
の
男
女
共
同
参

画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
自
分
の
置
か
れ

て
い
る
立
場
か
ら
、
自
主
的
に

よ
り
良
い
生
活
や
社
会
に
つ
い

て
考
え
、
老
若
男
女
問
わ
ず
、

今
で
き
る
こ
と
を
積
極
的
に
行

動
に
移
し
て
い
く
こ
と
が
「
男

女
共
同
参
画
社
会
」
を
実
現
す

る
た
め
の
大
き
な
一
歩
と
な
り

ま
す
。

　
市
と
し
て
も
、
一
人
一
人
が

活
躍
で
き
る
よ
う
な
社
会
実
現

の
た
め
に
多
方
面
か
ら
の
支
援

や
取
組
み
を
今
後
も
実
施
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
み
ん
な
で
よ

り
良
い
田
村
市
を
目
指
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　
保
健
福
祉
部　
社
会
福
祉
課

　

(
81
―
２
２
７
３

「男は仕事、女は家庭」という性別役割分担の
考え方に「反対（そう思わない）・どちらかと
いえば反対（そう思わない）」という人の割合

男性 女性
55.7％ 53.7％

社会通念、習慣やしきたり等で「男女平等」
と感じている人の割合

男性 女性
26.8％ 12.6％

「仕事」と「家庭生活」、「仕事」と「家庭生活」と「地
域・個人の生活」を両立している人の割合

男性 女性
36.6％ 37.4％

職場において、仕事の内容や待遇面で男女の
差別はないと感じている人の割合

男性 女性
52.1％ 38.9％

市民意識調査の結果

基本
理念

４つの
基本目標

15の
基本施策

図 : 施策の体系

▲

６
月
７
日　
市
男
女
共
同
参
画
講
演
会


